
寿泉堂香久山病院 

環境理念 
 

｢人と地球環境にやさしい病院を次世代へ｣ 
 

寿泉堂香久山病院は、昭和二十九年に湯浅報恩会寿泉堂綜合病院の付属施設として設立さ

れた慢性疾患の治療及びリハビリテーションに重点を置く病院です。 

当院は、高齢化社会に対応した医療並びに介護のあり方を研究し、「時代の要請に十分対応し

得る病院」、｢地域に信頼される病院｣を目指して取り組んで参りましたが、２１世紀は「高齢化社

会」に加えて「環境社会」でもあることから、「人と地球環境にやさしい病院を次世代へ」を当院の

環境理念として位置づけ、「環境改善は次世代に対する私たちの責務」であることを念頭に、人と

のふれあい、地域との関わりを重視しながら環境改善活動を実施し、地球環境保全に貢献して参

ります。 

 

 

環境方針 
寿泉堂香久山病院は｢環境理念｣を実現するために、病院業務全般にわたる医療・介護・食事

サービスの事業活動において、以下の環境方針により環境改善活動を自主的に推進し、継続的

な地球環境保全に貢献していきます。 

 

１．人と地球にやさしい医療業務を推進します 

 地球環境保全の配慮と事業活動から生じる環境負荷を継続的に低減することによって、環境 

汚染の予防に努めます。 

（１） エネルギー使用量の削減により、地球温暖化の抑制に寄与します。 

（２） 天然資源の節約を推進します。 

（３） 発生する産業廃棄物の管理を徹底するとともに、削減に努め、３Ｒ（リデュース・リユース・

リサイクル）を推進します。 

（４） リスクマネジメントを周知徹底し、資源の有効活用と業務効率を高めます。 

２．事業活動に適用される環境関連法規制及びその他の要求事項を遵守します。 

３．環境目標を設定し、定期的に見直すことにより、環境マネジメントシステムの継続的な改善を 

推進します。 

４．この環境方針は、全従業員並びに当院のために働く全ての人に周知徹底するとともに、一般 

に公表します。 

５．ISO14001を運用した SDGs（持続可能な開発目標）の理念の普及や拡大などに貢献します。 

 

２０２４年 ４月 １日 

    公益財団法人 湯 浅 報 恩 会 

寿 泉 堂 香 久 山 病 院 

 院長 柴 信行 

 

 
 

 


